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＜小規模多機能型居宅介護事業とは＞ 
介護が必要となった高齢者が住み慣れた家・地域での生活することができるように、御利

用者の状態や必要に応じて「通い」を中心に「泊まり」「訪問」の３つのサービスを個別

性に組み合わせて提供する在宅介護サービスです。 

家庭的な雰囲気の中で、いつも顔なじみの職員が３つのサービスの必要な部分を利用して

ご自宅での生活を支えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員は、登録利用者様 ２4 名 

１日の通所定員は１2 名となります。宿泊時は１日 4名までとなります。 

  

 １カ月の利用料金（定額制） 要介護度 
介護保険費用 

(単位数×10.17 円) 

自己負担 

(左記の 1 割の方) 

(Ⅰ)同一建物に居住していない 

(自宅等)場合のサービス利用 

要介護１ １０５,４０１円 １０,５４１円 

要介護２ １５４,９０９円 １５,４９１円 

要介護３ ２２５,３３６円 ２２,５３４円 

要介護４ ２４８,６９７円 ２４,８７０円 

要介護５ ２７４,２２３円 ２７,４２３円 

 

 

(Ⅱ)事業所と同一建物に居住して 

サービスを利用する場合 

(サービス付き高齢者住宅) 

要介護１ ９４,９６７円 ９,４９７円 

要介護２ １３９,５７３円 １３,９５８円 

要介護３ ２０３,０２３円 ２０,３０３円 

要介護４ ２２４,０７５円 ２２,４０８円 

要介護５ ２４７,０８０円 ２４,７０８円 

そのほか加算として 

 看護職員配置加算（900 単位） 

    認知症加算（0，500 又は 800 単位） 

    総合マネジメント体制強化加算（1000 単位） 

    サービス提供体制強化加算（640 単位） 

     介護職員処遇改善加算（加算率 10.2％） 

     介護職員等特定処遇改善加算（加算率1.5％） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★つるかめの１日★ 

９：００～９：３０ 専用送迎車両にてご自宅までお迎えにあがります。 

９：３０～ 

お茶をご用意しています。 

看護師等、専門スタッフによる健康状態のチェックを行います。 

おしぼりたたみなどの軽作業や脳トレプリントを提供しています。 

ケアプランに基づき入浴サービスを行います。 

１０：３０頃 
ラジオ体操を行い、コーヒータイムを取ります。 

季節に応じた手工芸や趣味活動等の提供を行います。 

１１：３０～ 食事前の嚥下体操や、音楽療法等（曜日により異なります）を行います。 

１１：４５～昼食 
ご利用者様と協力し、おしぼり、お茶の準備を行います。 

利用者様の趣向に合わせた昼食を皆でいただきます。 

昼食後～ 食後の口腔ケアをします。お昼寝などそれぞれゆっくり過ごしていただきます。 

１４：００～ 

集団での機能訓練や、集団体操またはレクリエーション等と通じて、身体機能の向

上を図ります。 

皆でのオヤツ作りや、外出行事等さまざまなイベントも行います。 

１５：００～ 手作りのお菓子を食べながら、談話や休息の時間となります。 

１５：４５～１６：００ 帰宅の準備を行います。 

１６：００～ 朝と同様に専用送迎車両にてご自宅までお送りします。 

入浴サービス 

お一人ずつの入浴です。ゆっくりと入浴して頂けます。 

介護スタッフも個別対応にて安心して入浴して頂けます。 

各種行事・イベント 

外出レクリエーションで気分転換を図ったり、 

四季に応じたイベントを行ったりします。 

送迎サービス 

ご自宅まで、専用送迎車両にてお迎えに上がります。 

車椅子対応の車両についてまた送迎時間等ご相談に 

応じます。 

介護保険外ご負担として 
 昼食代  １食 528 円 

 入浴用品 タオル等利用料として 

        100 円（１回につき） 

宿泊ご利用の方 １泊 3,000 円  

 

 



地域との交流や職員スタッフ 

 

 

 

 

 

アクセス 

 

アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護事業所「つるかめ」 

 〒 064-0914 

 北海道札幌市中央区南１４条西１８丁目５－３３ 

つるかめ電話番号：011-688-6716 

つるかめ ＦＡＸ：011-688-6836 

 

 

ボランティアの方とリレーマラソンへ

の参加や演奏会など様々な形で交流を

深めています。 

 

 

 


